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国産珪素樹脂な用いナニガ ラ ス巻線

間 瀬 喜 好普 江 尻 義榊

ApplicationJapanese Silicone Varnish

On the Glass Covered Wires

By KiyoshiMase,YoshiEjiri

HitachiCable and Wire Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

The writershavemadecomparativestudyofnon-alkaliglasscoveredwireswhich

are baked after coating with methyland ethylchlorosilanewith those that are

bakedwiththeformerglyptalvarnish,and obtainedthefollowingresults:

1.After heating to 220OC,the glass covered wires which have been baked

with silicone varnish,far s11Perior to those having glyptalvarnishin breakdown

VOltage,andinsulation resistance was same value but slightly s11periorin

abrasionresisting property.

2･Itisdifncult tofind differencein properties between the wiresof methyl

Chlorosilane and ethylchlorosilanecoatings,and the knowledge on the effect of

the trichlorosilane seemstobeessentialfortheinvestigationofthisstudy.

[Ⅰ]緒

従来無アルカリガラス

■冨

線の被覆補貢卦こ用いられてい

たワニスは眈華酎1)のように比較的耐熱性のあるグリブタ

ルワニスであった｡しかL適切な使用法を じてもH級

相株被覆として用いるには難しく､従って無アルカリガ

ラス糸の特長を十分に護揮するた捌こは更に耐熱度の高

い珪 樹脂を用いる必要がある｡珪薫樹脂のこの方面の

用途に適Lていることは米国の型環(2)(S)や､これ迄の報

皆(4)～(10)に示されている通りである｡

雷祀に於ても米国特許(11)を考えて種々折究がなされ

ておりその製法と性能に就いての報告も多い｡

昨年日立研究所試作品のエチルクワロシラン系珪素樹

脂と東邦某社の組成を異にする2種類の初期晶であるメ

チルクロロシラン系珪素樹脂を常工場で入手したので､

日東紡社製無アルカリガラス糸を用いた二重ガラス巻線

に夫々塗布焼付した3種類のガラス巻線をグリブタルワ

ニス(日立商品名EW330)を焼付したガラス巻線と種

程比較級討した結果を報告して讃者諸賢の御批評を乞う

次第である｡

湯 葉昔
日立 作所日立電線工場

[Ⅱ]供 試 練

(1)ガラス糸並びに珪素樹脂

二重ガラス 最酎こ用いたがラス糸は日東紡社製無アル

カリ含瑚酸ガラス対こLて､その成分は弟1表に示す通

りのものである｡

巨ロちJES電気2200競 冠絶禄用ガラス糸の規格に

は合格するが､最近の無アルカリガラス糸はアルカリ金

属0･5%以下であるから0.65%の太試料では同祀製品

としては稗アルカリ金属の多いものである｡

次に焼付･こ用いた珪素樹脂の組成及び比較のためのグ

リブタルワニスの不拓哉は第2表に示す通りである｡

(2)試焼條件

0･9mm琵軟鋼蒸和こ第1表のガラス糸で2暦交互反封

方向に握播径､既報(】2)耶)のような墟長2mの横型エナ

メル鯨焼付機を用い､上記供試液を塗布焼付Lた供試練

を第3表に読Lた｡

但L No･2の供試液こま浸透がよく樹脂の附着の割Ⅰこ

寸法の大きくならないことが他の供試規と異っている｡

これはトリクロロシランが少いためと考えられる｡寸法

が大きくならないことはマグネッ1､ワイヤーとLて望む
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第2表 供 読 流

Table2.Composition of the Silicone Varnish

Me2SiC12:MeSiCl,=3:7加水分角草生
成物

Me2SiC12:MeSiCIa=5:5 〝

Et2SiCl2:EtSiC13=1･94:8106′′

グリブタルワニス

//

//

ソルベン1､

ナフサ

第3表 供 試 練

Table3.Construction of the GIass Covered Wire

番l桂
降板長逝(mm)(8C)(慧n)瑚(mm)(mm)･(mm)%)1

葬4表

TabIe4.
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浸水時 間 と ビ ン ホ ー･ル
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試
N
o
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ピ ン ホ ト ル 数.(5m常り)

ト:こl､:ご.:1時間後12時間後4時間後!6時間後

No.3 ミ 0

No.4 0.無:丑と=柾;敦

9時間後124時間後

属であるが逆に窄堤覆が弱かったり､諸性能が劣るよう

では問題があるから以下述べる性蘭を考えてからの判断

にLたい｡

[Ⅲ]諸 性 能

本系の巻線iこよっては苛酷た試験であるが浸水に依る

ピンホール草生状態を検討し､次にH級柁橡のマグネ

ットワイヤーとして最も･重成される

較的短時間で瞳劣を知るために 220ロC

性に裁ては､比

高温加熱後や臍

覗虔､並びに同温度の恒温糟申に

保持彼の破壊電匪､保持中の絶縁抵

抗を求めることにした｡亦RH9ひ

%(400q)恒擬下の搾株抵抗をも求

めたっ

これ等の諸性能に就ては下記のよ

うである｡

(1)浸水に依るピンホール草生

本供試練のように被覆が繊維を骨

子とし､樹脂を接着補強材程度に少

量しか用いないものにはピンホール

試験を行うことは酷であるが､一應

エナメル線試験法JISC3003粟6

項の0.2%真贋水中に入れ､浸水時

間に依るピンホール畿生状況を求め

た結果は第4表のようである｡

即ち浸水直径1分間加 では何れ

もピンホールを尊堂Lないが､時間

の経過と共に珪素樹脂系のものはグ

リブタルワニスのものより優れてい

ることが判る｡No.1-No.3の中

ではNo.3 No.1No.2の順位

であり､樹脂が比 Lている

と考えられるに拘らずNo.2が悪

い成績を示している｡

(2)耐磨耗性

測定装置及び方法は既報(14)に

じ､8mn径の銅棒を36木坂付ミナ

た琵180mTnの同鴫 革に銅棒と

直交するように供試沫を取付け､こ

れに800gの荷重を加えて調軍を試

料支持方向に毎分･50同の速度で同

轄し､被覆が磨耗して導鮭と銅棒が

短絡(印加電堅DC12V)する迄の

OC)保持後の

1国である｡

No.1～No.3の

る方法で高温(220

果を示したものが第

を用いたものは常温時より

されると急激に上昇L､その後ほ再び低下するがl

グリブタルを用いたものほ常温時より漸次降下する｡亦

4種類中No.3のみ特に耐 耗が覗いことは､No.1

No.2のメチルクロロシラ㌢系のものよりエチルクロワ

シラン系のものが軟く､可揆牲がある(15)ためかヽ或ほト

リクロワシランが多いためかは今後究明するつもりであ

る｡No.1と No.2ではNo.1が良く､No.2の曲

系泉上昇の少いのはディクロロシランの多↓､ためと考え
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終(2200C)保持後の耐磨

Fig.1.Resisting Property Against Abrasion

after HighTemperature(2200C)
Heating

前記のように寸法の小さいNo･2はこの性饉が劣

っている｡

(3)破壊 匿

測定法は供試練約1.2mを採り､その1Inを28mm

督の銅管に緊密に巻付け､銅管と心鯨間に加竃して求め

た｡倍試料はこれを銅管に 付けた後､夫々下記項目の

鷹理を行い測定したものである｡

(A)常温常温時

(B)温熱(1000Cの飽和蒸気中)4時間後

(C)浸水24時間後

(D)高温(2200C)保持後

上記の測定結果ほ第5表のようである｡

即ち第5表に示すように No.1～No･3の珪素樹脂

を用いたものほ温熱後に於いてグリブタル系より著しく

優れた値を示Lているが､耐水性ほ含浸畳に左右される

ためか特長が認められなかった｡2200Cの加熱後に於け

る値は短日時では飴り差はないが日数を経るにLたがい

王室素樹脂のものが非常に優れていることが判る｡然し珪

樹脂の3老では初期の値が異なるのではつきりした順

位はつけ難いが張いて云えばNo.3,No.1,No.2の

順位である｡

(4)絶放抵抗

測定法は供試練2.2mを採り､その2m を前法の

ように28m∬=堅の銅管iこ緊密に肴付け100V荘偏法

にて下記状態で測定Lた｡

(A)常温常潟時

(B)高渇圧(RⅡ90%400C)申

(C)高温糟(2208C)申

Table5.The Breakdown Voltage after

the various Treatment

骨盲忠常損

浪熱4時間

浸水24時間

220dC/時間

// 6/′

// 24〝
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その結果は第2圃､第3圃に示す
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95,4
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102.1

1020100

876≡ 85.9

858■ 84.1

855:83.8

630F61.8

りである｡(A)

(B)の場合を一括圃示したものが第2圏であり､即ち常

温常温時に於いてほ珪素樹脂を用いたNo.1～No.3が

略近似値を示し､グリブタルワニスを用いた No.4に

比L低い偵である｡然L高潔糟に入れると何れも低下の

傾向を示すがNo.1～No.3はNo-4に比し低下が少

い｡No.1,No.2は時間の経過と共にNo.4と大差

杭(嶋/空

〝

〝

脚β

∵

∵

巴

常

｣ l■■l

l

-1

ル

仇

.〃一

一∠物

他 J

l

l ｢二二
r

｢

l

/ 2 〃■J銅ク 盆7 〟頂摘頑｢頑砺
虚 理時間 仙リ

第2固 高温足下の線絶域抗特性(RH90ヲる400C)

Fig.2.Characteristic ofInsulatingResistance

at Higb Humidity(RH90%at400C)
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第3固 高盲盈(220¢C)下の経緯≡既読 特性

Fig.3.Characteristic ofInsl11ating Resistance

at HighTemperature(2200C)

がなくなり耐潟特性は期待出来ない｡No.3はNo･1

No.2に比し高値を示し､エチルクロロシラン系のもの

が今岡の結果では優れている｡次に高温(220■C)下の

絶縁抵抗は第3匝に示すように､200時間迄は珪素樹脂

を用いたる老の問に殴り優劣をつけ難いが､その後エチ

ルクロロシラン系のものが≡若干低下の傾向を元す｡これ

が原因に就いては追って詳報する考えでいる｡然し何れ

もNo.4のグリブタルワニスを用いたものに比し1-2

桁高い値を示L､珪素樹脂の特長を示している｡亦No.

4のダウブタル系のものはガラス綴維自鰭の特性に依り

2200ClOO時間後より安定して来ることが目立っている｡

[Ⅵ]結 盲

上記のように国産産業別旨を用ぃたがラス巻線の諸性

第33巻 第11既

饉を記述Lたが､高温時の破壊 墜ヽ絶社抵抗､

の破壊電嗟は既存のグリブタルワニスを用いたものより

何れも著しく優れ､耐磨耗性はエチルクロロシラン系の

み特によくメチルクロロシラン系のものはグリプタル系

と同程度である｡亦メチルクロワシラン系とエチルクF

ロシラン系の雨着を強いて比較すればメチルクワロシテ

ン系は高温度に於ける絶縁特性よくエチルクワロシラン

系は高 度に於ける絶縁特性がよいが､更にトリクロF

シランの多芸の影響をも究明しなければ結論を下しかね

る｡

然し今後各種の組成に依る塗装法の研究を行い､ガラ

ス巻線に適切な組成を見出すつもりである｡

最後に太調査研究に嘗り御指導御援助を仰いだ､日立

研究所鶴田博士､中牟田氏､古賀氏並びに測定に協力願

った荻野､矢田両氏に深謝する｡
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